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プロジェクトjと「4つの新教科群J）の違いと教科の再編への

5. しいあり方jへ

と

にし

うことである。

ら、約lクラス

か

成12年震より

同時に

ャンノマス内にある。

として発足。

を生かした「青年期のキャリア形成J－総合的学習の発震を軸とした併

1）キュラムの開発－jのテーマで、平成12年～14年の文部科学省の研究開発に取り

組む。
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2.併設裂中高六ヵ年一貫カリキュラムの特色と学校像

校の併設型中高六ヵ年一貫カリキュラムの特急の一つ目は、「悟性的自立Jによる「中高六ヵ年の

発達段階区分」である。これは、六ヵ年を「入門基礎期一個性探求期一専門基礎期一個性伸長期Jに

4区分し、前期課程3年（中学）を 1-2、後期課程3年（高校〉を 2-1に区分したものであるO

個性の発達の語から中高六ヵ年一貫を試みるものであるO

この「1-2-2-1岳山を基に、教科の学習、総合的な学習、学習方法，自治能力、人間の在

り方などの中高六ヵ年一貫教育の構造化がなされた。

特色の二つ呂は、併設型の特徴である高校からの外部入学生を、中高六ヵ年一翼カリキュラムの

中に積極的に位置付けていることである。高校からの外部入学生（約1クラスの生徒）を「新しい

個性Jとしてとらえるとともに、 F付属中学校からの内部入学生とともに「個性を磨きあうJことが

できるとして、融合カリキュラムの展開に講造化した。

さて、本校の「併設型中高一重カリキュラムJの、中高六ヵ年を貫いている二本の柱は「総合的

（総合人間科）Jと「ヒューマンプログラム（ソーシャルライフ）JであるO

そして「個性探求期J（中2• 3）には、選択教科である「選択プロジェクりをおき、

（高1• 2）には「新教科群Jを位置づけているO

(2-2-2告のの中高一貫校である

る本校は、総合大学である

しい中等教育の創造Jを、今後の学校像として構想している。

リキュラムの内容について

＠奈良女子大F付属）とは異なる

との連携をより深めて「薪

(1) f総合的な学習の時間（総会人間科）J（中学 1年生～高絞3年生まで）

中学では2002年度より、高校では2003年度より、実施される「総合的な学習の時間（総合人間科）」

を本校では平成7年疫（1995年度）より文部科学省の研究指定を受け全国に先駆けて実施している。

6年間あるいは3年間の総合人間科の学習を通して、自主的に学ぶ力を身につけ、自分探しと生き

がいの探求をめざす学習である。各学年とも教室を飛び出して地域や名古屋大学のさまざまな施設

や研究室の専門家から直接学ぶフィールドワークがあるO

また各学年に学年テーマが設定されているが、告分自身のテーマは自分で考え見つけることがで

きるO この学習には教科書がない。学習内容と学習方法をきめるのは自分自身であるO

〔学年テーマ〕

※中・高で胃じ学年テーマを繰り返す。 ※中1と高3に「生き方Jをおく。
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「総合人間科J

ブィ

自

し る。

立

(3泊4日）を

月現地の人を訪問しフィーノレドワ

どのテーマをグjレー

ト＠ディスカッションO

のフィー jレドとし よるテー

＠文化＠

きであるJなどのテーマでヂィベー

11 

オ

プンキャンパス参加 分科会での生き方スピーチ＠ディスカッション

と生き方につながる

し

aフィーJvドワーク

ブィー jレドワーク よりである。研究自的と

いこと

ワーク

と

して訪問の許可を得ても自曜が合わなかったりする。電話をかけてすぐにフィールド

ることは少ない。そのような時に誌「スクールボランティア

ボランティア）J制度を活用する。何度も連絡してやっと訪問先が鶴定したときの

きし＼。一日のフィーノレドワークでは、

ノレボランティアjとして登録されている

なる。「スクー

出かけることは多い。

端の研究に亘接ふれる

bフィールドワークでは

フィーノレドワークによる体験の意味は向だろうか。どの生徒もフィールドワークを楽しみにして

もある。

いるし何由やっても緊張するという。「知りたいことについていっぱいお話がきけて本当によかっ

たJと っているように、フィー jレドワーク た後はどの生誌も顔つきが変わ

るO その後の学習に対する恕り組みが変化する。どのような研究テーマにおいても単なる

なく聞き取りに重点をおき、知識を深めるとともに、お話を閣かせていただいた方の生き

は

姿勢を大切にしているからであるO 感謝の心が なる。

Cフィールドワークの礼状書きは自分の言葉で書く

フィールドワークで得られたもの（知識だけでなく生き方にふれる〉を必ず

とが、フィーノレドワーク後の礼状書きで大切にしていることであるO 自分の認識の変化を

ザ

」

？

hv

／
＼
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ことになるからである。そして訪問先の方からの返事（第三者評価）は、次の学習への大きな励ま

しとなる。

d保護者や訪問先の方の参加による fフィールドワーク発表会J

f総合人間科Jの第一回のオリエンテーションは「保護者会jを兼ねている。毎年どの学年も保

護者の方と…緒に「総合人間科」の学習を始めるO 保護者の方には授業にいつでも参加してくださ

いと案内している。研究集録（レポート）書きの前に、保護者や訪問先の方にも参加していただい

てフィールドワークの「発表会Jを行っている。フィーノレドワークの「報告会＠発表会Jは、プレ

ゼンテーションの工夫をしたりできる自己表現の場であるO みんなからの拍手による励ましと相互

評鑑は楽しい。参加された保護者や訪問先の方からのコメントや感想、は生徒の視点と違っているo

回数を重ねていくと多様で豊かな学びへとつながっていく。

e自分の中で総合化すること、実践することへ。

発表会を終え研究集録にまとめたら学習が終わりではない。フィールドワークで多くの人と出会

い、学びあったことを自分の中で総合化し発信したり、行動や実践に移したりすることが次の目標

になる。そこから学びの真の楽しさにつながる。

E評描3について

総合学習の四つの評価主体

a自己評価 b棺互評価 c教師評価

イ 四観点からみた総合的能力

よる外部評価

総合的能力 中学校評錨観点例 高等学校評価観点、例

知的関心の形成と 1課題に肉けての知的関心の形成 1課題を決定し、探求していく力

問題解決能力 2その中から課題を発晃する力 2餅造的に問題解決していくための企

・課題決定力 3課題を追求していく意欲 磁力と問題解決能力

－課題追求力 （自ら調べる力）

・課題解決力

宣 体験コミュニケー 1さまざまな人から学ぶ意欲 lディスカッション、ディベートスピー

ション能力 2体験への積極的な参加態度 チなどの能力

－体験学習への意欲 3協働、協調、コミュニケーションへ 2積極的な対話力、討論能力

。協働、連帯 の意欲

－討論、主張 4話し合い、討論できる力

－棺互認識

直創造的表現能力 1多様な表現能力 l問題解決に向けての表現力

・発表能力 （まとめる力と発表能力）

－自己表現力

IV 総合的患考力と実 1課題解決の中での感動、臨難の克服、 1学んだことを総合的に働かせる力

践能力 充実感の体験を学校生活に生かして 2社会への参加、発言などの行動力

・行動力 いく態度 （地域社会への積極的参加）

－社会的態度 2各教科にかかわる学力を総合的に働 3自己と佑者を理解し自己実現にむけ

－自らの生活と関わ かせる意欲 ての実行力

る力 （人生の自覚的選択）
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〔総合的な学習の時間f総合人間科Jにみられる生誌の変北について〕

7年度から全留に先駆けて本校で取り組む総合的な学習「総合人間科J

の変化には著しいものがある。それ

なることである。

こむことは大学への進路実績で誌A

るが、一人ひとりの生徒が「生き方J えた進路観を形成し

も表れてい

した成果は、

となる。

ら出発する摺人研究（高 1）のテーマや学年テーマとして取り組んだ課題

が学部決定の動機になったり、フィールドワークでの出会いが職業決定のきっかけになったりする

い。ある生徒は「十人の発表を関くと私の知識は十｛きになるJという。また、話し合いや

発表での友達のテーマや将来の職業についての考え方や倍舘観に影響され、自分の「生き方」を決

め＠学部の選択をしたという場合もあるO

総合人間科の様々な人や物との学びあいを土台に、総合的に考え「生き方jについて、みんなで

う進路別の分科会（高3）でのスピーチやデ、イスカッションを通して、一人一人が自分の進

路と進路先の選択にしっかりとした岳標が持てるのであるO 面接や小論文が主となる国公立の推薦

入試での合格者が増えているのは、

ある。

をはっきりと述べることができるからで

したAさんは「私は教育問題iこ深い関心を持ち教奇学部に進学しました。「総合

人間科jの授業では、いろいろな考えを持つクラスの人達と教育問題を真剣に議論し合いました。

しかし大学ではそれが出来ませんO 教育問題に関心のない教青学部の大学生がいます。話し合いも

できません。その人達は何のために大学に進学したのでしょうかJと言う。

また、農学部に進学したBさんは「大学での勉強は総合人間科でやったことと同じです。テーマ

を見つけレポートを作成しプレゼンテ…ションをします。研究は本当に面白いですJと言う。

「総合人間科Jの学習は、「毘的意識を持って自立した大学生活Jへの基礎作りであることが分

かるO そして総合入時科の学習を通して一人ひとりの生徒の「生き方jを踏まえた進路選択につな

がることがわかる。

「総合人間科jの授業には教科書がない。生徒自身が各学年のテーマから告分の興味関心にそっ

自分で発見することから「総合人間科jの学習が始まる。総合人間科の学習の主体は生徒

先生は総合学習のコーヂィネーターでありアドバイザーであるo この点が教科の授業との根

本的な違いであるO

(2) ヒューマンプログラム「ソーシャルライフJ（中学 1• 2年生と高校 1年生〉

ヒューマンプログラムは、教科の学習や総合的な学習「総合人間科jの基礎となるものであるO

現代の子供たちは人間関誌をうまく築けないとか、社会のルールをわきまえていないとよくいわれ

るO 「ソーシャノレライフJの授業は、場面と役割を決めて生徒同士で擬桜体験を繰り返す中で、患

いやりの心を育て、社会への適応、力を高めることをねちいとしたものであるo

地域の教育力の器下した現代、対人関認や社会集団との関わりについての教育の場が学校でも必

ハ同
U



要とされているからであるD

名古屋大学大学院教育発達科学研究科吉田研究室の援助と指導の下、 2000年震は授業を行うのは

院生で、サポートに担任国が、補助者に大学の先生が関わって「大学との連携」を生かして授業を

進めた。この授業はこれまでの中学の教科ではまったく扱われてこなかったもので、心理学的知見

をベースに社会人になるための基礎を形成する新たな授業の試みであるO

前年度からの継続で2001年度の中学二年生では，教育発達科学研究科の教官と大学院生による

「ソーシャルライフ（人間関係構築スキル）」の授業が発展的に取り組まれた。中学一年生と高校ー

は、その内容をモデルにして、本校の担任と副担任がTTで授業をし、ソーシャノレライフの

カリキュラムと教材を研究し開発した。

中高一貫教育の入口である中学1年生を対象にした「ソーシャルライフJは隔週土曜Eの2時間

(110分〉。中学二年生と高校一年生は年間10時間程度の授業を実践した。

(3) f選択プロジェクトJについて （中学 2 • 3年生）

中2• 3年の異年齢集団で9教科目講座を開設するO 1-2-2-1制の「偲性探求期jの時

期に合わせて、「広くj「浅くJ学ぶ選択教科であるo

: SAMAZAMA書き

：音楽文化史

数学： チャレンジ

(a) 

(b) 

：裁判ウォッチング

：目f旨せデジタノレアーテイスト 技術－ と

: Make Drama and Piay Drama ：日nglishStorytelling 

(100分）

により中 2 （前期＠後期〉と中3 （前期＠後期）

は選択できない）

スポーツ

しもう

4回の選択

(c) 通常の教科学習では時間＠人数の制約から充分にできない学習内容を教科の視点から教師

が学習計画を立案する。

(d) 学外講師とのティームティーチングを積極的に追求

③特色

(a) 9教科からなる幅広い選択講座

(c) 効果的な少人数学習

(e) 学習者参加型の学寄

④学習の自標＠効果

(b) 選択による高い動機付けをともなう学習

(d) 異年齢による学びの共有

(f) 課題追求裂の学習

(a) 学習者の興味関心の掘り起こしと選択による学習への高い動機付け

(b) 浅く、広い学習を通して倍を探り、自立と共同の学び、をつくるO

(c) 各教科を多面的に追求することにより学習内容を深めたり学習項自の関連に気づいたり新

たな観点から学ぶことができるO 課題追求．の機会と自己決定の経験をふやすことになるO
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る機会が与えられることになり自分の個性を探る

ことになるO

(d）自

となる。

（ヰ）

って、 1-2-2-1告5の

る。

な均三るようなクロスカリキュラム

の時期に合わせて、「狭くJ

と教科を結びつけたり、 あ

る。

前期「自然と科学J

2 

後期 「心と身体の科学J

f闇緊コミュニケ…ショ 後期 と平和の科学J

(a) 1クラスを3人の教官が少人数 (10～15人〉 る。

(b) 高 1.. 2の二年間で、四つ

(c) 平成13年度の f自然、と

（体育＠

③特色

同一つのテーマを多角的にみる視点の育成

(c) 選択による高い動機付けによる少人数学留

(e) 学習者参加型の学習 (f) 

③学習の

しII頃番に学ぶ。 2単位農修

の担当教科は（理科＠数学＠社会）。「心と身体 lま

ンター助教授）

(b) 展開グループ間の知の共有

(d) による

どの外部講師による知的刺激

きるの となり、 よ(a) 

る深く

(b) 

(c) 

た

(d) グループ間の知の共有と

できる。

となる。高校三年生での 1｛菌性｛中長期jにつながる力となる。

と体験的な学習活動ができ学びの楽しさを実感するG

けでなく とっても知的刺激になり

となるo

より、教科の領域にとらわれない広い視野を育てることが

(5) 大学との連携によるさまざまな取り絡み

①スクールボランティア制度（平成八年度より）

②｛層別学習アシスト教室（中 1• 2) （英数）

③ょっば杷談室

③高2の1日総合大学（学内外の講師による）

⑤学校祭の分科会講座

総合的な学習などの支援

よる教科学習支援

教育学部大学説生によるメンタルフレンド

名古麗大学他の各学部による学部紹介
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4.併設型中高一貫カリキュラムについての評価

(1) 青年期の「キャリアJ形成に資する「総合人間科Jとヒューマンプログラム

総合的な学習 f総合人間科jでは、 100余名の名古屋大学の研究室の先生方がスクーjレボランティ

アとして登録（大学との連携）し生徒一人ひとりの研究に協力するとともに、総合人間科の学習を

語別に支援する体制があるo豊かで様々な人々との学びの体験は、中 1（入口）の「生き方」から

始まり、高3（出口）の「生き方Jへとゆっくりと成長するのである。総合的な学習「総合人間科j

の学びの成果を、青年期の「キャリア」形成の観点から大きく評価することができるo

fキャワア形成Jを従前の進路観や職業観として捉えるのではなく、将来に向けての自己実現を

目指す力の青成として捉え、中高を通して全ての教育活動の中で展開されていくべきであると考え

るからである。中高6カ年の中で、生徒ァー人一人が明確な将来像を持てる発展的な「総合的な学習j

のもつ意味は大きい。

また、ヒューマンフ。ログラムは、教科の学習や総合的な学習「総合人間科Jの基礎となるもの

であるO 青年期の心理、発達の宿を（生きる力＠心と身体の教育として〉教育学的見地から捉え直

すことができるo

「ソーシャルライフ（人間関係構築スキル）Jの授業を通して、自分自身の「心と身体Jを客観

的に見つめ直し自分を再発見することは、将来における自己実現をめざす力を基礎から育てること

になるO

中学二年生では，教育発達科学研究科の吉田教授をはじめと による「ソーシャノレライフ

（人間関係構築スキノレ）Jの授業で、心理学の知見をいかし体験的な り組まれている授業で

ある。生徒の授業への取り組み方と茂応は活発であり大変貯評である。 は、その内容

をそヂノレにして本校の担任と副担任がTTで授業をしているO 教師自身が学ぶ内容は多い。

生徒の多様な錨値観を育成するためには、生徒だけではなく教師自身が、青年期にある生徒の心

理や発達について学び直し、人間関係などに対する多様な捉え方についての意識改革をするととも

に、学ぶことが今後大切となるからであるo

(2) 中高の選択（「選択プロジヱクトJと「ヰつの新教科群J）の違いと教科の再編への発展

｛臨？生の発達において選択の持つ意味は大き lio 中学と高校の選択（「選択プロジェクトJと「4つ

の新教科群」）の違いは、倍性の発達を段階的にとらえているからである。

「1-2-2-1制」の中学2年生と 3年生の部分の選択は、少人数異年齢集団による「広く＠

浅く」を選択の理念とした中学選択教科「選択プロジェクトJである。

また、「1-2-2-1制」の高校1年生と二年生の部分の選択は「狭く＠深く」を選択の理念と

した4つの新教科群である。 (I自然と科学Jr心と身｛本の科学J〔高1〕「国際コミュニケーション学」

「共生と平和の科学j〔高2〕〉これらは大学への発展を視野に入れた教科統合による新教科群であ

る。それぞれの教科の視点とねらいを生かしながら、教科にらわれない授業を法い視野を持って展

開できる。「心と身体の科学Jで、は、名古屋大学の総合保健体育科学センターの山本助教授が半期、

継続的な共同授業を展開しているO 他の授業では継続的に学習できない大きなテーマや社会問題な
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ど、最新の知識を学ぶとともに多角的にとりあ ることが可能となるO

新教科群 担当教科（平成14年度）

①「自然と科学J 地盤化学数学

②「心と体の科学J 保体英語理科総合保健体育科学センター

③「国擦コミョニケーション学J 英語国語地盤
④「共生と平和の科学J 生物公民英語

ロジェクトJが 19教科jであるのに対して、高校の選択教科「ヰつの

新教科群Jは、複数教科によるクロスカリキュラムであるO lクラス40人を生徒む希望によち 3

関するので、少人数でより専門的な学習と内容の追求ができる。生徒の感想、は「興味深く時間があっ

という簡にすぎてしまう。どの授業も面白い。Jと

これら新教科群の学習舟容は、既存の教科のあり方に大き

おける「教科の再編Jへと していく可能性をもつのであるO

5.大学と いかした「中等教育の新しいあり方Jへ

ミ
0 

るもので、今後の高校に

おいて学校教育のかかえる語諜題は多い。そのひとつは、

である青年期において、生徒一人ひとりが将来への豊かなセルフイメージを持ちにくくなっている

ことである。インターネット等によるグローパノレな情報化社会が進む一方で、学びの意味を実感す

るためには、地域や社会にフィー jレドワークで出かけ、直接人に会い様々な価値観と生き方を学び

うことが大切となる。

今後の社会のあり方を考えると中等教育において、生徒自身が自己発見するとともに豊かなセル

フイメージや職業観を獲得することがますます必要となる。その育成のためには、大学と

いかして「中等教育の新しいあり方jを研究し実践していくことが重要である。

本校では名古監大学と同一キャンパス内にあるということで、 E常的に中学＠高校教育と大学教

との連携の様々なあり方を試み、併設型中高一貫カワキュラムの研究と実践をしてきた。キャリ

ア教育についての研究実践をもとに、総合大学である名古屋大学の各学部との協力による「中＠

へと発展させていくことが、今後の課題である。

今後の「中等教育の新しいあり万jとして「大学との連携jによる一貫教育は、多くの可能性を

もつものである。
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